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はじめに

本連載は、Visual Basic.NET（以下VB.NET）の標準

コントロールにスポットを当て、とことん使い込んで、

その機能や役割を探ってゆきます。

前回は、TextBoxコントロールの紹介を行ない、プロ

パティやメソッド、クリップボードとのやり取りや、デ

ータの検証などについてお話ししましたが、ページ数と

の戦いで途中でこときれてしまいました。

第3回目である今回は、前回の続きということで、

TextBoxコントロールへのデータ入力の規制や、取得し

たテキストデータの整形といった部分についてお話しし

ます。

テキストデータの制限と変換

前回お話ししたValidating()イベントプロシージャで

行なうデータ検証のように、入力されたデータを検証し

て規則に反していたら注意を促すのも良いのですが、で

きればユーザーがルール違反を行なわないようにしてあ

げるのが一番です。ユーザーが思惑通りのデータを入力

してくれればこのようなことは考えずに済みますが、ユ

ーザーの行為は必ずと言っていいほどプログラマの考え

たほうとは違う方向へ向かいますからね。

まずはTextBoxコントロールへの入力の規制と、コン

トロールから取得したデータを、ある一定のフォーマッ

トへ変換する処理を考えてみましょう。
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データの制限

まずは、TextBoxコントロールへの入力を制限する機

能を見てみましょう。

文字数の制限

入力を制限する方法ですが、文字数の規制を行なう場

合には、MaxLengthというプロパティがあります。この

プロパティはTextBoxコントロールへ入力することがで

きる最大文字数を表わし、入力文字数が設定した値を超

えると文字の入力ができなくなります。

MaxLengthプロパティは文字列のバイト数を表わすも

のではなく、単純に文字数を指定することができます。

「MaxLength = 5」と指定したコントロールには、半角英

数で“ABCDE”も、全角で“あいうえお”も入力する

ことができます（図1）。

.NET Frameworkのドキュメントでは、MaxLengthプ

ロパティのデフォルト値は“0”と記載されていますが、

実際には“32767”です。このプロパティを“0”に設定

した場合は、無制限（正確には使用されるメモリの上限）

に設定されたことになります（“0”は入力が一文字も行

なえないという設定ではありません）。入力を行なえな

いようにするには、テキストを読み取り専用に設定する

ReadOnlyプロパティをTrueに設定します。

数値以外の文字を制限

たとえば郵便番号を入力するTextBoxコントロールがあ

った場合、入力文字数をMaxLengthプロパティで“7”

に制限したとしても、天邪鬼なユーザーは「1234ABC」

と入力を行なうかもしれません。このような場合は数値

のみの入力を許可し、それ以外の文字は入力できないよ

うにしたいですよね。しかし、残念ながらこのような設

定を行なうプロパティはありません。

このような場合には、TextBoxコントロールのKey

Pressイベントプロシージャで、KeyPressEventArgs引

数の値を判断して自前で処理を行ないます（リスト1）。

KeyPressEventArgsクラスは、KeyPressイベントが

処理されたかどうかを表わすHandledプロパティと、押

されたキーに対応する文字を表わすKeyCharプロパティ

をもっています。

処理としては、まずKeyCharプロパティで押されたキ

ーを判断し、そのキーが制限したい文字に対応するキー

であればHandledプロパティをTrueにして、Windowsに

よるキーの処理を無効にします。

先の郵便番号のように数値のみを入力させたいのであ

れば、0～9以外のキーが押された場合に、Handledプロ

パティをTrueに設定します。

数値の場合、キーに対応する文字をひとつずつ判断し

ても良いのですが、0～9の数値を表わす文字コードは48

～57と連続したものになっているので、文字コードがこ

の範囲に入っているか否かで判断したほうがすっきりし

たコードになります。リスト1は、KeyCharプロパティ

の値（文字）をAsc関数で文字コードに変換し、0～9の

数値を表わす48～57という文字コードでない場合は無

効にする例です（図2）。図2は、試しにテキストボック

図1：MaxLengthプロパティとReadOnlyプロパティ
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図2：サンプルLimitの実行画面と出力画面
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